令和４年度　事業計画
１　令和４年度の方向性
（１）基本理念として「将来にわたって継続・発展できる同窓会」を継承する。
（2） 同窓会の目的として
ア　会員相互の親睦を図ること
イ　地域の教育の発展に寄与すること　
ウ  静岡大学・教育学部を支援すること
２　重点施策（同窓会の目的を具現化するため）
（１）支部活動の充実・発展の基盤づくり
ア　支部活動の意義
・会員相互の親睦を図るとともに地域教育力向上に貢献
　　イ　現状と課題
　　　・コロナ禍での活動の困難さ
・会員の高齢化と共に管理職及び中堅現職会員の減少、20歳代の現職会員の増加
　　　・現職会員による同窓意識の低下及び脱会意識の芽生え
　　ウ　課題解決に向けて
＜組織力の向上＞
　　　・会長及び副会長訪問を通して、各支部の現状把握と会員との話し合い
　　　・同窓会員である良さが実感できる組織づくり及び活動（たよりや研修会など）
　　　・地域教育力向上に向けた支部主催講演会の実施（会員以外も参加して地域教育力向上）
　　　・同窓会支部ホームページの活用
　　　　（支部用ＩＤ及びパスワードを活用した支部会員相互の情報交換・教育指導力アップなど）
　　　＜意識の高揚＞
　　　・中堅及び若手の参画意識高揚（組織形態の工夫）に向け、支部内で若手の活躍の場を検討し、
　　　　話し合いやアンケートを実施することで意識化を図る
　　　・支部ＨＰを活用した情報提供（情報の共有化）
（２）静岡大学・教育学部への支援強化
ア　教育学部等との連携強化の意義
　・教官も学生も同窓会の宝（支援の輪の拡大）
　・学生部会の充実は将来の同窓会の根幹づくり
イ　現状と課題
　・年２回実施の協議会の趣旨の明確化
　・学部生の教職に対する意識強化策（教職離れの打破）と教職を目指す高校生の確保
ウ　課題解決に向けて
　・年２回実施する学部との協議会の充実（協力できることの再確認）
・学生部会との話し合い（学生代議員を各学年２名依頼し計８名）や同窓会活動への参画
学部生の教職に対する意識の高揚に向けて、学生代議員から新たな発信を期待
※同じ教科や出身校の代議員を選出して話題となるようにする。

・オープン・キャンパス、キャンパス・フェスタを活用し教職の魅力のＰＲ活動
・一次前・二次前の面接指導の充実（各２回実施し、計４回の予定）→　教職の魅力の確認
　静岡県教員採用の日程の変更に伴う実施内容の変更（集団面接と個人面接の入れ替えなど）
　・高校生やその保護者に教職の魅力をＰＲ（学部事業への支援：先輩教員の紹介・派遣など）
　　　・大学からの情報発信を同窓会ＨＰでも支援・連携し、教官との連携姿勢を高める
（３）同窓会誌「おおや」の充実
ア　同窓会誌「おおや」発行の意義
　・歴史ある同窓会誌「おおや」を通して同窓会員の活躍の紹介
　・同窓会誌「おおや」を活用した会員同士の絆づくり
イ　現状と課題
　・伝統ある同窓会誌として多くの同窓から好評
　・一貫した構成紙面で会員からの要望にも応え常に読み手側に立った編集

　・同窓会員からの紙面構成上の要望を把握することが難しく、委員に頼らざるを得ない状況
ウ　課題解決に向けて
　・同窓会員誰もが興味関心を持つ情報誌の在り方を検討
・新たな情報誌をめざし、若手や学生の意見も参考に模索検討し斬新な発想の転換
・マンネリ化を防ぐために恒常的な記事欄と会員の要望に応える記事欄の検討
・ＨＰ上で支部発行の「たより」の紹介（各支部の状況を知り切磋琢磨する）
・編集後記欄を設け、編集の意図や会員へのメッセージを発信する
（４）組織基盤強化に向けて
　　ア　組織の重要性
　　　・各支部活動の充実が同窓会の基盤
　　　・マンネリ化防止に向けた取り組み模索
　　　・同窓会員の年齢構成を考えた組織づくり
　　イ　現状と課題
　　　・これまで同窓会をリードしてきたＯＢの高齢化に伴い、基盤を再構築
　　　・中堅層及び60歳前後の会員の同窓会に対する意識低下
　　　・情報化の波に合わせた同窓会の運営システムづくり
　　ウ　課題解決に向けて
　　　・庵原支部は令和４年度より清水支部・富士支部と統廃合をして新たなスタートとなる
　　　・浜松支部については、湖西支部の設立を念頭に検討が進められている

　　　・支部活動の充実・発展の基盤づくりについては、上記のとおり
　　　　令和４年度からは「財政・組織検討委員会」で組織改善に向けて対策を検討
　　　・学生部会では、話し合いや活動への参画を通して、学部生への意識化へつなげる
　　エ　名簿作成検討委員会の設置
　　　・組織基盤の確認のための名簿作成委員会を設置し、2024年度同窓会名簿を発行の有無に
ついて検討（2014年版が最終、2019年度版は見送りとなった）

（５）財政基盤の安定化に向けて
　　ア　将来に向けて安定した基盤づくり
　　　・会費納入減に伴う備蓄金の取り崩し増に対する改善策
　　　・各支部の会費集金状況の困難さとその打開策の検討
　　イ　現状と課題
　　・各支部の財政の安定化の難しさ（2021に還元金を増額したが送料などの経費が増大）
　・各支部から要望が強い「現職会員の終身会員制」の検討
・退職時のＯＢ終身会員加入の働きかけの難しさ
ウ　課題解決に向けて
・2021に「現職会員の終身会員制」の検討を実施し、当面は現状を継続となった
・支部事業での助成金を（コロナ終息後は）活用する

・経費削減に向けた事業等の見直し（本部事業の縮小精選：委員会の精選・メールの活用など）
（６）同窓会ホームページ活用
　　ア　情報化の重要性
・情報化やコロナ禍における有意義なＨＰの活用や会議の実施方法の検討
・各支部ＨＰを活用した会員同士の情報交換と支部会議等に充実
　　イ　現状と課題
　　　・本部からの会合通知等も紙媒体からメール等の活用推進
　　　・コロナ禍で会議中止による不安さ（結束力の減退）
　　ウ　　課題解決に向けて
　　　・メールの活用により、（郵便物等の値上げ等の支出増に対する）経費削減への打開策
　　　　　→事務局と支部でのメール送受信を可能な限りすすめる

　　　・教育学部からの要請による情報発信をふやす（2021：アンケート・研修会の案内など）
　　　・情報化対応に向け若手同窓会員が活躍する支部版ＨＰの立上げや活用を推進する
３　重点事業推進に向けた支援
（１）支部の組織強化と特色ある活動の推進
ア　支部活動の継続・充実
・支部単位での総会、役員会、講演会などを実施し活動を継続
・若手教職員の育成と地域教育力の向上を目指して、講演会等の開催＜３万円の補助＞
・支部ＨＰの活用を通して同窓会の良さの実感と若手会員の育成
・他支部の情報を入手しお互いに切磋琢磨し合う（支援可能な会員の紹介）
イ　支部事業助成金制度の継続
・支部総会、研修会、懇談会などの事業に６万円以下を助成（実施報告書に基づいて）
　目安　５０人以上・・・・・６万円、５０人未満・・・・４万円
・支部事業の事前・事後報告の徹底
・事前：日時、会場、内容など（電話又はファックス可）
・オンライン支部研修会も助成の対象
・事後：参加人数、会の次第など、資料があれば添付
・要請があれば、会長又は副会長、事務局が出席
ウ　支部訪問について（本部役員との話し合い）
	年度
	賀茂
	田方
	東豆
	三島
	駿東
	沼津
	富士
	庵原
	清水
	静岡
	志太
	榛原
	小笠
	磐周
	浜松
	高校
	特支
	関東
	愛知
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	〇
	
	
	
	
	◎
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	◎は会長及び本部役員訪問（話し合い）、「交」は交流会、○は役員訪問


※　会長等訪問は、支部の現状や課題等についての話し合い。総会や講演会と併せて実施する
こともあります。支部役員だけでなくＯＢ会員、若手会員の参加を呼びかける場合は土曜日
に実施することも検討する。具体的な実施内容は支部長と事務局で打ち合わせる。
※　該当支部は都合の良い日時を本部にご連絡ください。
※　令和２年度　全学同窓会静岡大会は「記念冊子」出版にかえた
※　令和３年度　同窓会定期総会は書面表決となった
（２）静岡大学・教育学部への支援強化

ア　令和５年度教員採用試験受験学生向け同窓会主催の「教採試験事前面接指導」を実施します。
・一次試験前２回、二次試験前２回、計４回実施します。
・一次試験前面接指導　　　　　　　　６月１１日（土）、６月２５日（土）実施
・二次試験前面接指導　　　　　　　　８月　４日（木）、８月　５日（金）実施
　※講義室や指導時間を考え、平成３０年度から一次試験前面接指導は土曜日に実施。
　※予算上、面接講師は１８名までとし、講師１人当たりの指導は８～１０名を限度とする。
イ　学部教員採用ガイダンス講師の推薦・派遣
・講師；本年度は教職支援室の勤務者に依頼。
ウ　附属学校・園との連携強化
・令和４年度は７附属学校・園全ての校長・園長が再任用者。
・研究発表会への参加も再開したい。
エ　学部関係者と本部役員との協議会（第一回目は６月に第二回目は１１月に共に静大で実施）
　・大勢の学生が教員を目指すように、キャンパスフェスタ、オープン・キャンパス等に参加
　　（令和元年度には、若手の教員が高校生・保護者の質問に応えた。）

　・高校生が教職を目指すように、大学での働きかけを支援する（先輩教員の派遣など）
オ　同窓会誌「おおや」の原稿依頼等では、「静大サークル活動」について学部生に執筆を依頼
同窓会誌「おおや」を通して、同窓会への興味関心を高める
カ　学生部会代表の学生との話し合いを実施し、「おおや」の発送業務などにも参画

キ　静岡大学全学同窓会2022浜松交流会は中止（2023は東京交流会）
　・静岡大学全学同窓会連絡会：副会長・山田幸男会長、理事・杉本唯夫副会長
　　　・全学同窓会リレーエッセイは副会長を中心に寄稿（杉本副会長・事務局）

（３）同窓会誌「おおや」の充実
ア　同窓会誌「おおや」65号は、24ページ
イ　「支部だより」は２ページ４支部を紹介
「会員だより」は例年どおりとなりますが、附属校、学生部会からも各1名執筆依頼
ウ　「今と昔をつなぐ静大めぐり」「静大サークル活動」は、現在の大学の授業やキャンパスの
様子を広く会員の皆様に紹介
エ　「多彩な同窓生」については、教育学部出身で大学や地域に貢献し活躍する同窓会員を紹介
オ　表紙・裏表紙は甲賀　保　様（焼津市）に依頼。
カ　９月１日に発行（各支部へ8月25日ごろ発送予定）
キ　学生終身会員には８月中旬を目途に実家に郵送。
※各支部から、会員の特色ある活動や著作本などを募集中。
※学生部会の活用や、同窓会誌を大学生に興味を持っていただくための企画を募集中
（４）米寿慶祝
　　　平成２１年度から新方式による米寿慶祝を実施、今年度も継続。

　  ア　令和４年度慶祝者は、昭和29年３月卒業・修了者を中心に１３０名余が該当（集計中）
　　イ　祝詞の送付は令和４年６月頃を目途に実施。

ウ　令和５年度慶祝予定者について
・対象：昭和30年３月卒業者・修了者
・支部へ推薦依頼：令和４年１２月末、報告の締切：令和５年２月４日（土）
・決定：令和５年３月総務会、祝詞の送付：令和５年６月予定（総会終了後）
〇支部別人数
	支部
	賀茂
	田方
	東豆
	三島
	駿東
	沼津
	富士
	清水
	静岡
	志太
	榛原
	小笠
	磐周
	浜松
	個人
	合計

	男
	３
	１
	４
	１
	０
	３
	１
	４
	10
	12
	６
	９
	６
	19
	０
	79

	女
	４
	２
	４
	２
	０
	３
	３
	２
	４
	３
	２
	11
	４
	６
	１
	51

	計
	７
	３
	８
	３
	０
	６
	４
	６
	14
	15
	８
	20
	10
	25
	１
	130


（５） 各委員会活動
ア　令和４年度　役員候補者推薦委員会　年２回実施
第１回　６月２０日(月)、　第２回　９月２６日（月）
・令和４年度の本部役員に欠員が生じた場合は４年度第３回理事会に推薦します。
・委員長（理事）大川義明　　　副委員長（理事）渡邉美惠子
委　員（理事）岩崎永二、　（代議員）中村元彦　　　　（副会長：佐野敬祥）
イ　会誌編集委員会　  随時行います。　
・同窓会誌「おおや」65号の編集を行うと共に10月からは66号の編集計画を作成。
・編集委員長（理事）林　のぶ　　副委員長（理事）片瀬惠子
編集委員（理事）川島広己、倉澤眞澄　　　　　　　　（副会長：小長井邦男）
　　
ウ　組織財政検討委員会　　年２回実施
　　　・委員長（理事）倉澤庄次郎　　　副委員長（理事）大杉明彦
委　員（理事）鈴木万里子、鈴木良明、鈴木正美　　　　　（副会長：佐野敬祥）
　　　　　　
オ　名簿作成検討委員会　　年２回実施
　　　・委員長（理事）渡邉　勉　　副委員長（理事）鈴木　綠

委　員（理事）輿水和男、杉山　孝　　　　　　　　　　　（副会長：鈴木敦子）
